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（１）１型糖尿病は、遺伝子因子やウイルスなど環境因子により、

自己免疫異常が誘導され、すい臓のランゲルハンス島β細胞（Ｂ

細胞）が炎症や障害を受けてインスリン分泌が産生できないか、

不足してしまうことが主たる病因である。このようなインスリン

の絶対的欠乏により、血中ブドウ糖の数値である血糖値が高い状

態となるのが１型糖尿病である。糖尿病患者の約５％がこの１型

であり、１５歳以下の若年者に多い。失われたインスリンを補充

するために自分で皮下注射することにより血糖値をコントロール

することから、インスリン依存型糖尿病ともいう。

（２）２型糖尿病は、ほとんど初期の症状がないため、こまめな

血液検査をしていない限り早期発見は難しい。発見が遅れ、進行

すれば次第に、のどが渇くことが多くなったり、頻尿（多尿）や

多汗症状があらわれ、さらに進行すれば足や手に痛みやしびれ感

をおぼえる。発症原因は、主として食べ過ぎや飲み過ぎ、運動不

足であり、インスリンは分泌しているものの、絶対量が追いつか

ないことによる。そのため、２型糖尿病はインスリン非依存型と

もよばれる。日本の糖尿病患者の大多数は２型である。また、ス
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トレス過多により、あるいは加齢によってすい臓の働きが弱まり、

インスリンが出にくくなったり、インスリンが効きにくくなるこ

とも発症原因としてあげられる。さらには、遺伝的要素も大きく、

家族に糖尿病患者がいる場合に発症する可能性が１型糖尿病より

も高いと考えられている。

（３）血糖値が高い状態のまま生活を続けると、血管が障害を受

けることによる合併症を伴う。この合併症を大きく分けると、細

い血管にみられる合併症と、太い血管にみられる合併症とに分け

られる。

（４）まず、細い血管にみられる合併症としては、目の毛細血管

が破れて失明にまで至る網膜症。神経細胞に血液が届かなくなり、

全身の神経に障害が起こる糖尿病神経障害。そして、腎糸球体を

構成する多数の毛細血管が障害を受けて腎不全にまで至る糖尿病

性腎症の 3大合併症である。

（５）次に、太い血管にみられる合併症としては、心臓に血液を

送る血管が動脈硬化を起こし、そのために血管内腔が細くなるこ

とによる心筋梗塞やその前触れとしてあらわれる狭心症が挙げら

れる。
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